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機関リポジトリへの登録が論文の被引用数と電子ジ
ャーナルアクセス数に与える影響
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To evaluate how the deposition of journal articles in Institutional Repositories (IRs) affects the 
number of citations and e-journal usage, we placed some articles published in Zoological Science in 
two Japanese IRs and collected their usage data in IRs and e-journals, as well as with the number of 
resulting citations. The experiment period was 2008-2010 and we compared the number of e-journal 
usage and citations of articles deposited in IRs before and after the experiment with those were not. In 
addition, we analyzed users’ behaviour in IRs and compared user groups in IRs with those in 
e-journals based on users’ IP addresses. The results revealed that deposition in IRs did not reduce 
e-journal usage. Moreover, whereas the journals gained new readers, this did not have an effect on the 
number of citations because most of new readers may be not researchers in Zoology but those in other 
fields or lay people. 
 
キーワード：オープンアクセス，機関リポジトリ，アクセスログ分析，引用分析，学術出版 














1.1 OA と機関リポジトリ 


























































































































































































果に関する 2001-2010 年の 31 の研究をレビ
ューした Swanによれば，そのうち被引用増
効果があるとするものは 27 本，ないとした



































































































































数学分野の論文 2,765 本を対象に，arXiv に
登録されたものとされていないものの電子
ジャーナルサイトアクセス数を比較した



























































































































2007年以前 17 0 17 
2008年 5月 70 0 70 
2008年 6月 0 51 51 
2008年 8月 0 32 32 
2008年 10月 1 0 1 


















































































































































表 2 機関リポジトリ登録論文のアクセス概況 
（N = 171） 
 
2008年 2009年 合計 
平均値 29.0  29.5  58.6  
中央値 21.0  22.0  44.0  
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  表 3 機関リポジトリ登録論文へのアクセス方法（N = 171） 
  
  
2008年 2009年 合計 
アクセス数 % アクセス数 % アクセス数 % 
直接アクセス 1,129  22.7 718  14.2 1,847  18.4 
リポジトリ内から 447  9.0 565  11.2 1,012  10.1 
サーチエンジン 3,259  65.7 3,324  65.8 6,583  65.7 
他のページから 128  2.6 446  8.8 574  5.7 
合計 4,963  - 5,053  - 10,016  - 
*アクセス方法がアクセスログから特定できなかった場合については合計値から除去している． 
 
表 4 機関リポジトリ登録論文への国内／海外別アクセス数（N = 171） 
  
  
2008年 2009年 合計 
アクセス数 % アクセス数 % アクセス数 % 
国内から 665  13.5 747  14.9 1,412  14.2 
海外から 4,270  86.5 4,254  85.1 8,524  85.8 
合計 4,935  - 5,001  - 9,936  - 
*アクセス元地域がアクセスログから特定できなかった場合については合計値から除去している． 
 
表 5 機関リポジトリ登録論文への所属機関別アクセス数（N = 171） 
  
  
2008年 2009年 合計 
アクセス数 % アクセス数 % アクセス数 % 
大学・研究機関等（edu，ac ドメイン） 524 24.6 499 23.9 1,023 24.2 
企業等（com, co ドメイン） 512 24.0 404 19.3 916 21.7 
民間プロバイダ（net, ne ドメイン） 1,095 51.4 1,185 56.8 2,280 54.0 







































機関リポジトリ（N = 171） J-STAGE (N = 126) 引用論文著者 (N = 171) 
国・地域 アクセス数 国・地域 アクセス数 国・地域 引用著者数 
EU 1,611  日本 2,052  日本 393  
アメリカ 1,521  EU 1,315  EU 206  
日本 1,261  中国 998  アメリカ 182  
インド 543  アメリカ 851  カナダ 58  
中国 419  インドネシア 386  中国 53  
タイ 222  インド 287  台湾 29  
マレーシア 220  タイ 190  韓国 25  
イラン 215  韓国 184  アルゼンチン 23  
インドネシア 200  台湾 182  オーストラリア 21  
台湾 197  ロシア 149  マレーシア 17  
カナダ 185  カナダ 96  ロシア 15  
ロシア 173  ブラジル 87  スイス 11  
オーストラリア 160  イラン 73  インド 10  
韓国 154  オーストラリア 56  イスラエル 8  
トルコ 130  メキリコ 46  タイ 8  
ブラジル 119  マレーシア 41  ノルウェー 7  
ベトナム 114  チリ 36  ベトナム 7  
フィリピン 113  南アフリカ 32  ブラジル 6  
メキシコ 100  アルゼンチン 30  ハンガリー 6  
エジプト 87  トルコ 30  メキシコ 5  
その他 734  その他 180  その他 27  





















































































表 8 機関リポジトリと J-STAGE収録 ZS論文全
体の利用者重複状況 
利用者種別 利用者数 




















































































登録（N = 143） 非登録（N = 256） 登録（N = 143） 非登録（N = 256） 
平均値 8.5 8.3 2.9 2.3 
中央値 6.0 4.0 2.0 1.0 
標準偏差 8.2 12.0 3.4 3.4 
* 値は小数点以下第 2位で四捨五入． 
 
表 10 2009年の BioOne.2でのアクセス状況（論文ごとの 1年間合計アクセス数の平均値，中央値，
標準偏差） 
 
登録（N = 107） 非登録（N = 156） 
平均値 45.7 47.9 
中央値 32.0 34.0 
標準偏差 43.9 45.6 
* 値は小数点以下第 2位で四捨五入． 
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登録（N = 99） 非登録（N = 140） 登録（N = 99） 非登録（N = 140） 
平均値 70.9  61.4 50.1 55.9 
中央値 49.0  39.0 45.0  40.5 
標準偏差 82.5 81.1 32.5  83.9 
* 値は小数点以下第 2位で四捨五入． 
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